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2018年度　博物館実習

―受講生のレポートから―

博物館における多言語対応について

文16-0434 田中　詢弥

はじめに

　海外から日本にやってくる観光客の数は
年々増加しており、2018年には訪日外国人数
が3000万人を超えた。博物館を見学した際は、
海外の方を見かける機会が多く、海外からの
来館者が増加していることを実感した。
　増加する海外からの観光客に対し、博物館
がどのような取り組みを行っているか、博物
館ごとの相違点についてまとめる。また、海
外の博物館ではどのような多言語対応がなさ
れているか、多言語対応に違和感はないかに
ついて、韓国の博物館を対象に考えていく。

1 ．日本国内の博物館

　博物館等施設見学で訪れた博物館における
多言語対応の特徴を、案内表示 ･ パンフレッ
ト ･ 解説をもとに比較し、考察する。

東京国立博物館（東京）
　館内の案内では、日本語、英語、韓国語、
中国語によるインフォメーションボードを設
置して対応していた（写真 1 ）。館外の案内も
同様に 4 つの言語を用いていたが、矢印で方
向を示し、館のかたちや展示内容がわかるよ
うな工夫がされていた（写真 2 ）。
　館内案内用パンフレットは、日本語のほか

に英語、韓国語、中国語（簡体字）、ドイツ
語、フランス語、スペイン語が用意されてい
た。
　館内における解説は、基本的に日本語と英
語、韓国語、中国語で書かれていた（写真 3 ）。
展示内容をまとめたもの（写真 4 ）や、関連
する年表（写真 5 ）、来館者に注意を促すパネ
ル（写真 6 ）についてもかけることなく各国
の言語で書かれていたが、展示資料の側に設
置されていた注意書きについては、日本語と
英語でしか書かれていなかった（写真 7 ）。

江戸東京博物館（東京都）
　館内の案内は、基本的に日本語と英語の 2
カ国語でなされていたが、パンフレットは日
本語、英語、韓国語、中国語、フランス語、
ドイツ語、スペイン語の 7 カ国に対応してい
た。
　解説は日英 2 カ国語で書かれているものが
多かったが、11カ国語の中から使用する言語
を選択し、それぞれの言語で解説を読むこと
ができるタッチパネル式の機械も導入されて
いた。また、音声ガイドも日本語、英語だけ
でなく、さまざまな言語に対応していた。
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国立科学博物館（東京都）
　解説は日本語、英語、中国語、韓国語で書
かれているものや、言語を選択する形式の機
械があった。機械を用いることで十分な解説
は可能となるが、海外からの来館者が機械を
使用しないと経費の無駄になってしまう恐れ
がある。しかし、国立科学博物館では多言語
への切り替えの中に、子ども用の切り替えを
追加し、機械を利用する人数を増やす工夫が
とられていた。

国立西洋美術館（東京都）
　館内の案内は、テレビ画面を 4 つ並べて、
日本語、英語、中国語、韓国語の 4 カ国語で
行われていた。同じ大きさのテレビ画面を 4
つ用いることによって、海外からの来館者が
日本人と同様に情報を得られるようになって
いた。
　パンフレットの言語は案内と同じ 4 つの言
語が用意されており、表紙のデザインは言語
ごとに異なっていた。
　｢ ごあいさつ ｣ の文章はパンフレットと同
じ 4 カ国語であったが、｢ メッセージ ｣ の文
章はイタリア語を含めた 5 カ国語であった。
個別の解説は ｢ ごあいさつ ｣ の文章と同じく、
4 カ国語で統一されていた（写真27）。また、
国立西洋美術館の特別展の解説は、ほとんど
が多言語対応であった。

京都国立博物館（京都府）
　音声ガイドの案内などは、日本語のほかに
英語、中国語、韓国語で書かれていた。
　｢ 出品一覧 ･ 展示替え予定表 ｣ は、日本語、
英語、中国語（簡体字 ･ 繁体字）、韓国語で書
かれていた。また、日本語以外の言語のもの
については、各章の解説がまとめられていた。
　導入の文章は日本語と英語で書かれていた。
個別の解説では、 4 カ国語で書かれているも

のと日本語のみのものが少し離れた位置にそ
れぞれ貼られており、来館者が一カ所にかた
まらないように工夫されていた。

大阪歴史博物館（大阪府）
　館内の案内などは日本語のほかに、英語、
中国語（簡体字 ･ 繁体字）、韓国語で書かれて
いた。
　パンフレットは豊富で、日本語以外にも 8
つの言語のパンフレットが用意されていた。
　導入パネルの文章は、日本語のほかに、英
語や中国語、韓国語でも書かれていた。プロ
ローグの映像には、英語表記の字幕がつけら
れおり、海外からの来館者も素通りすること
なく映像を観ていた。個別の解説の文章は日
本語と英語でされているものが多かったが、
ジオラマの解説では日本語解説とは別の場所
にスペースをつくり、英語、中国語、韓国語
による解説が設置されていた。また、言語ご
とにファイリングしたものを資料の側に設置
するという工夫がみられた。このようにする
ことで、少ない解説スペースでも多くの情報
を、多言語で伝えることが可能になる。各階
に設けられているクイズの文章においても、
案内と同じ言語が使われていた。

琵琶湖博物館（滋賀県）
　海外からの来館者数は、パンフレットの減
り具合から約 1 万人と考えられる。詳細な内
訳は不明だが、中国や韓国からの来館者が比
較的多い。
　音声ガイドの案内は、日本語のほかに英語、
中国語（簡体字 ･ 繁体字）、韓国語、ポルトガ
ル語、スペイン語の計 7 言語で紹介されてお
り、十分に音声ガイドの案内としての役割を
果たせていた。
　各章における導入パネルは 7 言語で書かれ
ているものが多かったが、中パネルになると
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日本語と英語、個別の解説パネルになるとほ
とんどが日本語でしか書かれていなかった。

2 ．韓国の博物館における多言語対応

　 1 章では、日本国内の博物館における海外
からの来館者への対応についてまとめたが、
逆の立場になった際に多言語対応に違和感が
あるかについて、韓国の博物館における対応
から考えてみる。なお、韓国の博物館につい
ては身体上の都合で直接見学に行くことがで
きなかったため、国立金海博物館、大成洞古
墳博物館のパンフレットによる比較をおこな
った。
　国立金海博物館では、韓国語のほかに、日
本語、英語、中国語によるパンフレットがあ
った。重要な情報をパンフレットから読み取
ることはできるが、語彙がおかしいところも
あり、細かい情報については読み取れない部
分もあった。
　大成洞古墳博物館は、韓国国内でも日本に
近い金海市の博物館であるためか、パンフレ
ットは韓国語と日本語のものだけであった。
パンフレットの文章については一部違和感が
あったが、基本的な情報を理解することはで
きた。
　比較からは丁寧なパンフレットであるほど、
博物館を信頼しつつ観覧することができるよ
うに感じた。パンフレットに些細なミスがあ
っただけでも、海外の場合は、信頼性が大き
く揺らいでしまうように思われる。
　博物館では、多言語対応のパンフレットや
解説パネルをつくっただけでなく、表現に誤
りがないか、誤字脱字がないかを調べ、信用
を失わないようにする必要がある。

3 ．比較からわかったこと

　案内においては、日本語、英語、中国語、
韓国語で書かれていることが多かった。また、

全ての言語を書き入れることができない場合
でも、ピクトグラムを多用することで、多く
の人に情報を伝えることができる。
　パンフレットは、ほとんどの博物館におい
て多言語対応がされていた。特に、国際的な
公用語である英語、近隣の国で訪日外国人の
中でも占める割合の高い中国語 ･ 韓国語のパ
ンフレットは全ての博物館に設置されていた。
一方で、ほかの言語については博物館ごとで
異なっていた。
　解説については、美術館ではほとんどで多
言語対応がされていたが、歴史系の博物館で
は、資料一点一点における解説の内容が美術
系より多いことや、細かな資料になると多言
語対応する余裕がない、文字の量が多くなっ
てしまい展示が見にくくなってしまうなどの
理由から、解説における多言語対応にばらつ
きがあり、十分に情報を提供できていなかっ
た。また、パンフレットでは多言語対応がで
きていたとしても、展示の解説が数カ国語で
しか書かれていないと、中途半端に思えた。
音声ガイドなどで多言語対応ができるように
工夫していくことが求められる。
　博物館といっても美術系や歴史系、博物館
なる地域によって、多言語対応は異なってい
た。これは対象とする人や、日頃から来館す
ることの多い人の国籍が異なるためと考えら
れる。

4 ．今後の課題

　今回は一部の博物館を比較の対象としたが、
地域ごとの特色を明らかにするためには、全
国の博物館を対象として調べていくことが必
要である。さらに、私立の博物館においての
事例も調査し、公立の博物館との違いを考え
ていくことも重要となるであろう。
　また、より製作に時間と費用のかかる図録
において、多言語対応がなされているか注目
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したい。日本語以外の図録が販売されていた
場合は、その図録を販売しても損失が出ない
ほど、図録を購入する外国人来館者が多いと
いうことを想定することができる。
　日本に来る外国人からの視点についても、
今回は十分に考えることができなかったため、
外国人が多言語対応をみてどう感じたか、調
べていく必要があるだろう
　このような観点から博物館における多言語
対応を考えていくことで、博物館の現状や博
物館に求められている役割について知ること
ができるであろう。

おわりに

　博物館実習を履修して、多くの経験を得る
ことができた。資料の扱い方や梱包の仕方な
ど、これまで学ぶ機会が少なかったことを、
実際に使われている道具や博物館資料を用い
て体験することができた。また、理解したと
考えていても、実際に行ってみると理解でき
ていなかったことを気づかされた。博物館実
習での経験は、実際に学芸員として活躍され
ている方からすると、たった一度の経験に過
ぎないかもしれないが、一度でも経験したと
いうことと、そこから学んだことは、今後博
物館と関わるうえでは大きな自信になるだろ

う。
　また、博物館実習展では班で協力して展示
を生み出していった。意見の食い違いや、予
定通りに進まなかったこと、各役割における
苦労を身にしみて感じることができた。多く
の人と協力することの大切さや難しさを、人
生の大切な時期に再確認できたことは大変有
意義であったと思う。実習展の内容を考える
にあたって、いかに観覧者が違和感を抱くこ
となく観ていただける展示にできるか、観覧
者に何か一つでも得るものを与えられる展示
にできるかに注意を払ったが、完成した展示
は、観覧者のことを十分に考えることができ
た内容とはいえないものだった。資料を展示
するうえでは資料のことを知る必要があるよ
うに、何かを観覧者に伝える際は観覧者のこ
とを知らなければならない。観覧者を知り、
観覧者に情報を伝えていく手段としては、多
言語対応も含まれている。観覧者を思いやっ
て、一部の人だけではなく、全ての人に平等
な展示をつくらなければならない。
　博物館実習を通して、博物館に関すること
から人間関係まで、多くのことを学べた。
　今後の人生においても、博物館実習から学
んだことを生かしていきたい。
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写真 2：東京国立博物館案内板写真 1：インフォメーションボード

写真

東京国立博物館

写真 3：多言語表記された解説パネル
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写真 4：各展示内容をまとめたパネル

写真 5：日本語、英語、中国語、韓国語で書かれた関連年表

写真 6：注意を促すパネル 写真 7：展示資料の側に設置されていた注意書き
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博物館実習展という第一関門

文16－199　門　　政弘

はじめに

　学芸員を志す人にとっては、博物館実習に
おける博物館実習展は避けては通れない第一
関門である。しかし、この関門は不思議なも
ので、悠々と潜り抜ける人もいればやっとの
思いで関門を突破する人もいる。私は多分に
漏れず後者であった。そんな私がどのように
してこの関門を突破したのか、そして博物館
実習を通して何を学んだのかを振り返ってみ
ることにしたい。

1 ．実習の幕開け

・博物館実習における 2つの顛末
　博物館実習は、 4 月 6 日に始まった。実習
を担当される先生方が全員集まって、ご挨拶
とこれからの実習に向けての諸注意をいただ
いた。そのなかでも、熊先生のお話は特に鮮
明に覚えている。それは、過去に博物館実習
を履修された先輩方の事例から、私たちにお
いても、今後の活動の教訓にしてほしいとい
うものであった。実習展が成功した班と、内
部分裂を起こして失敗した班の二極化が例年
みられ、最悪の場合、互いの顔も見たくなく
なるほど嫌悪な関係になってしまうという趣
旨のお話を伺ったとき、私は思わず身震いを
してしまった。最悪の事態を恐れ、博物館実
習の履修を辞退しようかとも一時は考えた。
しかし、自分の些細な恐れのために辞めてし
まうのはもったいないと考え直した。自分た
ちのグループではそういう事態を招かないよ
うに努力しようと決意した。
　それから約 3 か月後の 6 月29日、11月に開
催される実習展に向けての班決めが行われた。
この日、苦渋をともにした「食いだおれ」班

のメンバーが集結した。ただ、この時はまだ
食いだおれ班ではなく「建物」班という名前
であった。

2 ．夏期休暇中でのこと

・東京実習
　グループの結成後、夏期休暇中に東京実習

（東京都下見学）があった。東京実習での活動
はグループ活動が原則であるが、既に展示し
たい内容が決まっていたので、見学したい博
物館は難なく決まった。私が見学した博物館
は、 1 日目は東京国立博物館、深川江戸資料
館、芭蕉記念館の 3 館、 2 日目は江戸東京博
物館、国立歴史民俗博物館の 2 館、 3 日目は
日本民芸館、国立科学博物館の 2 館であった。
見学もスムーズにいき、ここまでは順調な出
だしであった。
・展示案の修正
　ところが、ここで展示内容の修正という試
練が待ち受けていた。私たちが当初企画して
いた建物という展示コンセプトでは、展示物
を集めるのが難しいということを東京実習で
思い知らされたのである。「展示物をどのよう
に集めてくるか？」という根本的な視点が欠
如していたのが原因であろう。また、博物館
事務室の石立先生からは「建物の写真などを
用いたギャラリー展では、実物資料がないた
めに評価は低くなる」というご助言をいただ
いた。もはや建物というテーマで企画をする
ことに困難を感じ、展示テーマの変更以外に
選択肢は考えられなかった。
　そのため、東京実習の後、各自で展示案を
考えプレゼンすることになった。そこで提示
された展示テーマは「暮らし」であった。
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3 ．展示案のプレゼン

・展示案の参考になったアイデア
　展示案のプレゼンは 8 月中旬に行われた。
私は、本プレゼンで「食いだおれ」という展
示案を提出したのであるが、展示案の着想に
あたってどのようなアイデア参考にしたのか
について、述べていきたい。
　 1 点目は、企業展という展示アイデアであ
る。過去に先輩方が行われた実習展からヒン
トを得た。大阪モノレールや阪堺電車、マロ
ニーといった大阪の著名な企業にスポットラ
イトを当てた展示で、どれも興味深いものば
かりであった。
　 2 点目は、東京実習で見学した国立歴史民
俗博物館（歴博）の第 4 展示室（民俗）での
展示である。展示のリニューアルが行われ、
展示物の多くが現代の生活必需品であった。
それまで、博物館の展示物といえば私たちの
生活とはかけ離れた「隔絶されたもの」をイ
メージしていた。同じ人間の手によって生み
出されたものではあるけれども、すでにその
役目を終え、博物館資料に様変わりして第 2
の人生を送っている。そんな印象を見事に打
ち破ってくれたのが、歴博の展示であった。
現代の私たちの生活と密接に関わる身近なも
のも立派な展示品になりうるということ、決
して「隔絶された」ものである必要はないと
いうことを学んだ。私たちの班に課された暮
らしというテーマを考える上で、このことに
気づけたのは有意義であった。
・「食いだおれ」という着想
　以上の 2 点が、展示案の着想に役に立った
アイデアである。これらのアイデアと、身近
な大阪での暮らしという発想から、食いだお
れというキーワードを思いつくまでに時間は
かからなかった。それに加えて、過去の実習
展を参照しても、食いだおれに関する展示は
されていないことに気がついたのであった。

　身近にあって当たり前なことは、普段それ
がなぜ存在するのか、という視点で見ること
があまりないのではないだろうか。食いだお
れというキーワードを思いついた時も、大阪
に食いだおれというイメージが定着した理由
に私は興味を抱いた。調子乗りの私は、「この
疑問を、展示にぶつけたら面白くなるのでは
ないだろうか」と、独りですっかり得意にな
ってしまった。ただ結果的に、「食いだおれ」
案を採用してもらえることになった。不安も
あったが、この時はまだ採用してもらえたこ
とへの嬉しさが上回っていた。

4 ．展示案の具体化

　夏期休暇が終わるころ、休みの合間を使っ
て展示案をより具体的にするために皆で話し
合いをした。当初は、大阪発祥の食べ物を並
べて紹介するというオーソドックスな展示案
を考えていた。しかし、これには複数の企業
がからむため展示交渉に時間がかかりすぎる
ということ、またいくつもの企業があると賛
同を得られるか不安であるという意見が出た
ので、展示案の修正が必要になった。話し合
いの結果、食いだおれという語源に着目した
展示を行い、企業は「大阪名物くいだおれ」
に絞るという方向性が決まった。これは、実
習展の展示に大きく反映された。
　食いだおれの語源については、文献で調べ
たことと高校生時代に学んだことが参考にな
った。元禄曽我物語という本に大坂人の食い
だおれにつながる気質について言及されてい
ること、そして登場人物が自慢する大坂名物
のなかに高校の歴史探究という授業で習った

「浮瀬」が出てくるということ。このエピソー
ドを是非とも展示にしたいと思い、展示構成
に入れてほしいと提案したのであった。
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5 ．展示案の練り直し

　夏期休暇を通して、展示案の具体的な方向
性は定まった。ところが、10月 5 日の博物館
実習で行われた展示計画プレゼンテーション
で、またしても展示案の修正が必要となった。
それも無理はなかった。当初の展示計画での
重大な見落としを、見事に指摘されてしまっ
たからである。それは、食いだおれの語源と
いうテーマと「大阪名物くいだおれ」という
テーマのストーリーをどう結び付けるのか、
という指摘であった。度重なる展示案の修正
に、実習展は果たして上手くいくのかという
不安と、自らの提案に対する自責の念がこみ
上げてきた。さらに、このような状況のなか、
この日の 5 日後に「くいだおれ」の商標を管
理する太郎プロジェクトに展示交渉の先約を
立てていた。展示 1 か月前を目前に、この指
摘は大ダメージであった。
　修正はその日のうちに行うことになった。
図書館のラーニングコモンズで、ホワイトボ
ードを前に皆で悪戦苦闘した。そこで、大阪
の「食事処」という着眼点で展示構成をすれ
ば、この問題は補えるのではないか、という
意見が出た。良案だと私は思ったが、結局提
案は却下されてしまった。展示の方向性はも
う変えられなかったのである。今ある形から
いかにして展示を完成させるかという目標に
班全体がシフトしていくことになった。

6 ．周囲の方々の温かい支援

　プレゼンから 5 日後の10月10日に、太郎プ
ロジェクトに出向いて展示交渉をした。 5 日
前に方向性のブレがあったことも踏まえて、
ありのままを全部相手に投げかけた。代表者
の方はこちらの提案に真摯に耳を傾け、快諾
していただいた。快諾していただけたことで
自分の提案に少し自信を持てたし、班全体の
モチベーションも向上したと思う。準備の最

後の最後までお世話になり、展示にも足を運
んでいただいた。また、この代表者の方と明
尾先生が親しい関係にあるということも知り、
その縁もあって、明尾先生には何かと便宜を
はかっていただいた。
　今回の展示資料の多くは、関西大学図書館
からお借りした。司書の皆様には夏期休暇の
頃から何度も相談につめかけてお手を煩わせ
てしまったが、こちらの相談に親身に対応し
てくださった。また、なにわ大阪研究センタ
ーの皆様にはこちらの不手際で多大なご迷惑
をおかけしたほか、直前になって交渉に伺っ
たにも関わらず、資料の貸出に承諾していた
だいた。博物館事務室の皆様にも、この件を
含め何度もお手数をおかけした。他にも、私
の母校のダンス部顧問の先生やダンス部員に
は、衣装の貸出に際してお世話になった。
　そして、何よりも班員が皆協力的であった
ことは本当にありがたかった。チームワーク
の良さは他の班には負けないと思う。学園祭
期間を始め空きコマを見つけては、準備に勤
しんだ。キャプションやパネルのカッティン
グ作業、資料の写真撮影など準備には時間を
要したが、どれも充実した時間であった。

おわりに

　周囲の方々の温かい支援のおかげで、今回
の実習展は無事に終わった。成功だったかど
うかはともかく、関門は何とかくぐり抜けた
ようだ。だが、裏を返せばこうした支援がな
ければ今回の実習展は成り立たなかった。実
際に学芸員となって勤めたとすれば、いつも
助け舟があるとは限らない。博物館ネットワ
ークという厳しい世界を、自らの力で切り拓
き、歩んでいかなければならない。
　今回の実習展に際しての私の反省点は、何
といっても「展示のストーリーを明確にする
こと」に尽きる。ストーリーを的確につくれ
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ていれば、こんなにも周囲の方々のお手を煩
わせることはなかったであろう。展示を通し
て「何を伝えたいか」というメッセージを明
確にする必要があるし、メッセージを持てる
だけの確たる信念をもたなければならない。
これは展示に限らず、あらゆる場面において
今後の課題として降りかかってくるだろう。
　ただ、展示ができるまでのストーリーを間
近に体験できたのは、博物館実習における大
きな収穫であった。観覧者として訪れたとき
には、展示物が展示ケースに置かれるまでの
経緯を直接知ることはほとんどない。実際の

博物館の展示においても、こういう側面を全
面に打ち出す展示があってもいいのかもしれ
ない。博物館実習を通して、そう思った。
　博物館実習は決して簡単ではなかったが、
このような貴重な体験をさせていただくこと
ができ、感謝している。学芸員になるための
第一関門をくぐり抜けた甲斐があった。
　最後に、この 1 年でお世話になった全ての
方々にお礼を申し上げたいと思います。本当
にありがとうございました。
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学芸員修行の10ヶ月を総括して

文履修　18-23　六角　佳世

はじめに

　江戸時代中期の京都を舞台に活躍したひと
りの絵師を「心の師」と仰ぐ私は、世間でよ
く言われる「おっかけ」のようなことを、2000
年を過ぎた頃から始めた。国立の大規模な博
物館で開催された特別展や、寺院に併設され
た靴を脱いで展示を鑑賞する美術館をはじめ、
年に 1 日だけ公開される、とある寺院の襖絵
を見るために初めて乗る路線に揺られたこと
もあった。兎に角、その作家（絵師）に関す
る展示があると聞けば出向き、西へ東へと移
動した。その間に、鑑賞する立場を超えるよ
うな想い、つまり展示に係る幾つかの疑問が
湧きあがることを抑えきれなくなる。同じ作
家（絵師）の展示でありながら、どうして内
容や扱いがこうも違うのか。展示に添えられ
るキャプションの優劣（丁寧であったり杜撰
であったり）、音声ガイドの内容に「？」を突
き付けたくなる怒りに似た想い、これらの感
情は、偏にその絵師に傾倒しすぎるが故に生
じたものであることは、自身の中でも重々認
識できていた。しかし、それだけでは片づけ
てしまえないもうひとりの自分が居た。これ
が大学卒業後、30年以上の年月を経て博物館
学について学ぶことになった経緯である。
　2018年 4 月、その集大成となる「博物館実
習」を履修した。学部生や院生に交じって、
久しぶり過ぎる位にブランクのある大学での
学びは、登録料を収めた後に訪ねた博物館事
務室での概要説明から始まった。日程を示し
ながら、カリキュラムと訪問必修館の多さや
東京実習、秋の実習展をこなす覚悟がなけれ
ば務まらないと説いてくださったのは、確か
施先生であったと記憶している。最初の授業

ではガイダンスとして、先生方からのお話を
聴いた。学芸員の仕事とはいかなるものか、
我が国の博物館事情と国際比較等大きな括り
での内容からはじまって、「事故にならないた
めに必要なこと」という大切なお話をいただ
いた。その日からはや10ヶ月が過ぎ、紆余曲
折もあったが無事駆け抜けることができた。
　本レポートでは、博物館実習全般を振り返
り、特に印象に残ったことを中心に掘り下げ
ていく。10ヶ月を通じて得られた成果と、今
後の課題について述べ、総括していきたい。

実学としての講義の魅力

　座学と実習（演習）が程よく整えられた博
物館実習の講義は、資料の展示手法や扱い方、
調書の取り方、借用・梱包・輸送等の実践的
な知識の伝達のみならず、直接触れることに
重きが置かれていた。文学部という学部に於
いては画期的なことであり、ありがたかった。
掛け軸や簡単な茶道具に暮らしの中で関わる
ことはあれ、文化財的価値があるもの、大型
のもの（屏風）、考古資料、法律上所持が規制
されているもの（刀剣）等を「資料・展示品
として適切に扱う機会」は日常生活にはない。
作業の基本である当たり前のこと（手を清潔
にする・アクセサリーやベルト、時計等金属
類を体から外す・転倒しないために安全な靴
を履く・爪を伸ばさない・香料を用いない等）
は普段の生活とは一部異なるものであるが、

「ものを大切に考える」という意識を、日常レ
ベルから持ち続けることが資料の安全に繋が
ると実感した。
　刀剣に関する講義では、おそらく一生に一
度であろうという経験ができた。刀鍛冶の工
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程を映像で拝見し、鑑賞について学んだ後、
収納された布袋から鞘に入った刀を取り出し
て抜刀し、用具を外して手入れをする。その
後鑑賞し、用具を再装着し収納するという一
連の作業を、実習生毎にアシスタントがつく
形で体験させていただいた。また、「拓本を取
る」というテーマの講義においては、世界遺
産に認定されている元興寺の軒先瓦や方格四
神鏡を対象に実演を行った。同じ立場の履修
生が「一期一会の機会」だと担当の先生に感
想を述べていた。正にその通りであり、実学
を通じて、文献や二次元（映像）では得られ
ない大きな成果を得た。
　また、借用に関する、「裏テーマのような講
義内容」が印象に残った。資料を借用する際
は安全が第一に考慮されなければならず、梱
包や輸送において、念には念を入れる手厚い
対応が求められる。それを脳内では理解でき
ていても、付け焼刃では経験を重ねた方々に、
正体が丸見えになってしまうというお話であ
った。つまり、「資料を正しく扱う能力」は、
依頼をする相手先がどこであっても、借方の
必須条件であり、我が国の礼儀作法に纏わる
講義はそれを養う目的も兼ねていたというこ
とになる。貸方は公的な施設に限らず、時に
個人の居宅を訪問する機会がある。その際、
通された和室にて、畳の縁を踏む足捌きをす
る、或いは、借用する予定の資料を高々と持
ち上げて眺める等すれば、資料の借用を断ら
れても致し方ない。幸い、高校・大学時代と
社会人の約十年間、茶道と華道に嗜む機会が
あり、著名な作陶家の作品を用いて茶を点て、
家元所有の文化財レベルの花入れに活け込み
をする機会があった。体が覚えているとはこ
のことだ。鏡・古文書・茶道具等が仕舞われ
た桐の箱に十字に架けられた紐を解き、また
結えることも難なくできた。経験＜身に着い
たもの＞が時を超えることを実感し、意義を

再認識した。そこには学問を超えた教養の世
界が存在する。

多様な施設見学から得られたもの

　講義の一環として、施設見学が月 1 回以上
の割合で義務付けられていた。学芸員側の視
点による見学を体験できたが、同時に、「鑑賞
する（楽しむ）側の視点」を忘れてしまって
はならないという想いをもって参加した。尤
も展示に係る専門的な要素について、現場か
ら学ぶことは多かった。例えば、資料の保存
と展示は、博物館の重要な役割の両輪である
が、性質としては対極にある。長きに亘り安
全に保存したいのであれば、リスクを孕む展
示を避けることが最良の手段である。が、そ
れでは博物館の大きな役割のひとつである教
育的意義が損なわれてしまう。両者をバラン
スよく並び立たせるために必要な要素が、展
示環境である。ケース内の温湿度・照度・虫
害対策がどのように実践されているかについ
ては念入りに見学した。特に、展示対象の種
類が多く、多様な質を持つ資料が展示される
場合、スペースをどのように区分してよい構
成を作り上げるかを十分配慮しなければなら
ない。その際、ケースや解説、キャプション
をどう配置し、資料の質を守るのか等を現場
で考えながら見学するように努めた。
　学芸員的視点で鑑賞することによる気づき
は、展示を創る際に活かされるが、展示を創
る側に立っても、「自分の物差し」からはなか
なか離れられない。よって、俯瞰的に見る視
点が更に必要であると、実習展の講評やアン
ケート結果から学んだ。資料の配置（高低）
やキャプションの位置、翻刻の有無、文字の
大きさなどは立場が違えば、「良い、見易い、
楽しい展示」という評価には繋がらない。大
規模な国立博物館の中で、車椅子に乗って鑑
賞をしている人が居て、視点が小学校低学年



― 87 ―

児童ぐらいであり、満足が得られているのだ
ろうかと考えた。また、展示においては資料
に配慮した環境が整えられているものの、収
蔵庫は既にオーバーフローに近い状況であり、
管理が大変であると報告してくれた学芸員が
居た（バックヤード見学によるもの）。特に築
年数を経た館に於いて収蔵量がリミットに近
付いているようであった。背景には、民間か
らの資料の預かり（寄託）問題が関与してい
るとのことだ。
　大規模な国立博物館には個人で何度か訪れ
る機会があったが、作家本人の生活と創作の
場であった町家を改装した小規模博物館を個
人で訪れたことはなかった。また、表具の仕
事の現場で経験させていただいた裏打ち等、
自らの嗜好に任せた偏った見学の何倍、何十
倍もの拡がりが得られたことに感謝する。た
だ見るだけに留まらない「経験を含む見学」
は実に貴重な財産となった。
　 2 泊 3 日の夏季東京見学では、必修館であ
る「東京国立博物館」「江戸東京博物館」「国
立科学博物館」以外に 4 ～ 6 館の見学が義務
づけられた。11月に実習展を控え、できれば
そのテーマに関連する館を見学することが望
ましいというアドバイスを参考に、例年にな
い暑さにも影響され、移動を最小限にしたプ
ランニングが完成した（と自負している）。実
習展に於いて、「江戸時代の妖怪」が起源とな
り、現在の妖怪ブームが生まれたというテー
マで展示をしたいという班員の総意があり、

「新宿歴史博物館」「太田記念美術館」「全生
庵」を訪問館に選んだ。更に、 1 日目には上
野の地の利を活かし、「台東区立下町風俗資料
館附設展示場」「国立西洋美術館」を、3 日目
には「朝倉彫塑館」を加えた。各館の見学に
ついては、時節柄来館者が多く、過酷な環境
下であり、十分な内容をこなせたとは言いき
れないが、班員には脱落者がなく、その点は

よかった。また、異常とも言える暑さの下で
は、知力より体力がポイントとなることを思
い知らされた。

実習展の総括

　夏の終わり頃に体調を崩し、手術と療養を
余儀なくされたことから、実習展への関わり
が遅くなってしまった。班員のみならず、実
習展担当者である先生方にも迷惑をかけてし
まい、申し訳なかった。そんな中、土曜班全
員で一つの展示に当たるよう、会場が設えら
れ、テーマを絞るようにと告げられた。この
件については、夏季休暇に入る前から、展示
の意向が、 3 つのテーマで打ち出され、そこ
から絞ることを余儀なくされていた。 7 月末
にはプレゼンテーションと投票を経て、 2 つ
に絞られたものの、そこからはどちらの班も
譲らず、ミーティングや更なるプレゼンテー
ション（ 9 月 1 日）を行った。最終的に、与
えられたスペースを二分割して、土曜班が 2
つに分かれて展示をすることが、 9 月 1 週目
が終わろうかという頃になって漸く決まった。
　当初の計画であった、江戸時代中期以降、
科学的な要素が国内に取り入れられたことか
ら産業が発展し、人々の意識が変わって、そ
れまで恐れていた対象（「畏れ」という語に拘
ったが、実習展では「妖怪」になってしまっ
た）を恐れなくなり、娯楽化が進む＝現在の
妖怪ブームの礎、という図式を説明できるス
ペースがなくなってしまった。それにより、
借用資料数が限られる＝十分な解説（定義づ
けや検証、例示、解説）が叶わなくなった。
　この時点で、展示のコンセプトを軌道修正
すればよかったのかも知れないが、9 月の実習
展に係る提出物の期限が迫ってくる中、基本
の路線は変更しないまま、計画が進められた。
　既に記した病気療養と、遠方である点、社
会人であり平日に自由が利かない点を考慮し



― 88 ―

てもらい、担当を特に割り振られず、総合的
に関わるということで、展示を組み立てるア
ドバイザー的役割を担った。それでも10月の
1 週目までは現場に参加できず、LINE での
相談に留まるなど迷惑をかけることになった。
具体的にどんなことに関わったかについては、
以下に記す。①ごあいさつ・キャプション・
図録の文章の作成・推敲・校正　②年表作成
に係る資料探しと助言　③展示の組み立て

（十二ヶ月図担当）　④展示シフト：12日 4
限・15日 4 ・ 5 限（知パス担当）　このよう
に、かろうじて足を引張ることなく実習展に
関われたという程度にとどまった。展示の詳
細については、実習簿に記しているが、与謝
蕪村の『妖怪絵巻』、耳鳥斎の『歳時滅法戒』

『別世界巻』『十二ヶ月図』を主体としたもの
となった。
　シフト入りした時のことについて述べてお
く。12日は月曜日の午後遅くという時間帯に
も関わらず、来館者が比較的多かった。展示
に係る質問は「どうしてこのような展示をし
ようと考えたのか」「耳鳥斎の『別世界巻』は
地獄らしくないが、どうしてなのか」「『歳時
滅法戒』や『十二ヶ月図』にはどこに畏れの
姿が居るのか」といったものが主だった。最
初の質問には、「本学が所蔵する、或いは本学
関係者が所蔵する資料として是非見ていただ
きたいものであること」と「いずれも関西に
所縁がある点」を挙げた。次の質問には「明
神講中の地獄」を代表として例示し、説明を
行った。最後の質問には各々の展示で「畏れ」
として描かれている者を、実際に例に挙げて
解説を行った。15日木曜日は、「知パス」で解
説をする前にも入り、その際にも幾つか質問
を受けた。それらの詳細を記していると字数

が増えすぎてしまうため、詳細は実習簿をご
参照願いたい。
　実習展の振り返りというテーマで12月半ば
に一瀬先生の講義があり、土曜の 2 班は自ら
の展示に対する、先生方の講評と来館者アン
ケートのまとめを基に、実習展を客観的に振
り返る機会を得た。低評価・高評価の要因は
何か、反省点は何か、どこを改めれば評価を
覆すことができるか等、自らの考えを纏め、
口頭で述べる機会をもった。個人的には展示
に関わる時間が圧倒的に足りず、学部生や院
生の方々に迷惑をかけてしまったことが最大
の反省点であることは言うまでもない。いつ
いかなる場合に於いても、健康が全ての源で
あることを実感した。今後は、折角いただい
た財産（インプットされた様々な経験）をど
こかで活かせたら（アウトプットできたら）
と考えている。

おわりに

　長いようで短かった実習を経て、学芸員と
いう職業に対する印象が少し変わった。それ
は、専門分野を究めようとする意思と、専門
外を受け入れる懐の広さの両方が必要な職業
であるという点である。最終講義は「公的な
機関で研究を続けながら自分を高めていくこ
とのできる職業が学芸員であり、（本学で）し
っかりと研鑽していれば、その場所は手が届
かないところではない」という言葉で締め括
られた。私がその場所に所属することはおそ
らくないが、展示を創る側に必要な数多につ
いて学んだ10ヶ月はかけがえのないものであ
った。最後に、素晴らしい環境と講義を提供
してくださった関係者各位に、心から感謝の
意を述べておわりの言葉とさせていただく。


